








工学研究科の理念・目的

　学問の本質は真理の探求です。その中にあって、工学は人類の生活に直接・間接に関与する

学術分野を担っており、地球社会の永続的な発展と文化の創造に対して大きな責任を負って

います。京都大学大学院工学研究科は、この認識のもとで、基礎研究を重視して自然環境と調

和のとれた科学技術の発展を先導するとともに、高度の専門能力と創造性、ならびに豊かな教

養と高い倫理性を兼ね備えた人材を育成することをめざしています。

　修士課程では、広い学識と国際性を修得させ、自ら課題を発見し解決する能力を有する高

度技術者、研究者を、博士後期課程では、研究を通じた教育や実践的教育を介して、創造的研

究チームを組織し新しい研究分野を国際的に先導することのできる研究者を育成します。こ

の目的を達成するため、工学研究科では、修士課程教育プログラムに加えて、修士課程と博士

後期課程を連携する教育プログラムを開設し、豊富な科目を幅広く提供します。

■工学研究科が望む学生像
工学研究科では、次のような入学者を求めます。

1． 工学研究科が掲げる理念と目的に共感し、これを遂行するための基本的能力と意欲を有する人。

2． 自ら真理を探求するために必要な基礎学力を有し、既成概念にとらわれない認識力と判断力を有
する人。

3． 創造的に新しい世界を開拓しようとする意欲と実行力に満ちた人。

工学部が望む学生像

　京都大学工学部の教育の特徴は、京都大学の伝統である「自由の学風」の下で、「学問の基

礎を重視する」ところにあります。「自由の学風」とは、既成概念にとらわれず、物事の本質を自

分の目でしっかりと科学的に見るということです。そこでは、学問に対する厳しさが要求され、

それが、「学問の基礎を重視する」ことにつながります。一般的には「工学部は応用を中心とす

る学部である」と考えられているので、上のように「基礎重視」といいますと、やや異質な印象

をもたれるかもしれません。しかし、京都大学工学部では、基礎となる学理をしっかりと学んで

おくことが、将来の幅広い応用を可能とするための必須条件であるという信念の下に、この教

育方針を貫いています。

　教育内容をもう少し詳しく説明しておきます。京都大学工学部へ入学すると、1～2回生で、

一般的な教養教育、英語他の外国語教育、理系全般に共通の基礎教育を受けます。また、それ

ぞれの学科・コース特有の専門教育も1回生から始まり、しだいにその重みを増していきます。

4回生になると、特別研究という科目で学生1人1人が特定のテーマに取り組みます。特別研究

では、学生は希望の研究室に配属され、研究の最先端に接しながら、指導教員・大学院生と一

緒に研究が出来るようになっています。学部卒業後、大学院へ進学すれば、より高度な専門教

育と研究指導をうけられます。これまで、京都大学工学部は、上のような教育を通して、幅広い

応用能力、まったく新しい未知なる課題へ敢然と取り組む自主性・創造性、および豊かな教養と

厳しい倫理観を備えた卒業生を輩出してきました。

■望ましい学生像
このような教育を受けていただくために、次のような入学者を求めています。

1． 高等学校での学習内容をよく理解して、工学部での基礎学理の教育を受けるのに十分な能力を
有している人。 

2． 既成概念にとらわれず、自分自身の目でしっかりと物事を確かめ、それを理解しようとする人。 

3． 創造的に新しい世界を開拓しようとする意欲とバイタリティーに満ちた人。
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2. ディプロマ・ポリシー

学位（工学）
　京都大学工学部は、所定の年限在学し、所定の単位数を修得した者に、学士の学位を授与する。
この教育によって、以下を身につけることができる。 
・ 人・社会や自然に関する科学的知識、および、それに基づく公共に関する理解力、豊かな人間性、
世界的規野。
・ 各学科の専門分野における基盤知識、および、それを踏まえた論理的思考能力。
・ 科学技術に関する諸課題について、知識を総合し、合理的に解決方法を考えることができる能力。
・他者の意見を理解し、自らの意見を表明できるコミュニケーション能力。

修士（工学）
　所定の期間在学し、工学研究科のカリキュラム・ポリシーに沿って設定した修士課程プログ
ラムが定める授業科目を履修して、基準となる単位数（30単位）以上を修得するとともに修士
論文の審査及び試験に合格することが、修士（工学）の学位授与の必要要件である。修士論文の
審査及び試験は、その論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用的価値を有しているかど
うか、修士学位申請者が研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、研究分野に関連する幅広
い専門的知識、学術研究における倫理性を有しているかどうか等を基に行われる。
　なお、学修・研究について著しい進展が認められる者については、在学期間を短縮して修士課
程を修了することができる。

博士（工学）
　所定の期間在学し、工学研究科のカリキュラム・ポリシーに沿って設定した博士後期課程プ
ログラムが定める授業科目を履修して、基準となる単位数（10単位）以上を修得するとともに
博士論文の審査及び試験に合格することが、博士（工学）の学位授与の必要要件である。
　博士論文の審査及び試験は、その論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用的価値を有
しているかどうか、博士学位申請者が研究企画・推進能力、 研究成果の論理的説明能力、研究分
野に関連する高度で幅広い専門的知識、学術研究における高い倫理性を有しているかどうか等
を基に行われる。
　なお、学修・研究について著しい進展が認められる者については、在学期間を短縮して博士後
期課程を修了することができる。

ディプロマ・ポリシー04



修士課程学位取得基準
　修士課程の修了は、修士学位申請者が提出した修士論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、
応用的価値を有しているかどうか、修士学位申請者が研究 の推進能力、研究成果の論理的説明
能力、研究分野に関連する幅広い専門的知識、学術研究における倫理性を有しているかどうか
等を基に認定されます。
　上記については、修士学位論文発表会等での口頭試問や、研究指導を受けている時に行った
活動（研究室におけるゼミナール、ORT、インターン等）を通じて評価されます。
　修士学位申請者は、修士学位論文の審査を研究科長に願い出ます。専攻長は、論文内容につい
て発表会等を開催するとともに、当該論文の内容調査と申請者が修士課程を修了するに十分な
能力・知識を有しているかの調査を行い、その結果を工学研究科会議に報告します。工学研究科
会議は3分の2以上の構成員が出席した会議で調査結果に基づき判定を行います。

博士後期課程学位取得基準
　博士後期課程の修了は、博士学位申請者が提出した博士論文が研究の学術的意義、新規性、創
造性、応用的価値を有しているかどうか、博士学位申請者が 研究企画・推進能力、研究成果の論
理的説明能力、研究分野に関連する高度で幅広い専門的知識、学術研究における高い倫理性を
有しているかどうか等を基に認定されます。
　上記については、博士学位論文の予備検討委員会、調査委員会ならびに公聴会での口頭試問
や、研究指導を受けている時に行った活動（関連学会や学術誌への論文発表、国内・国際会議等
での発表、研究室におけるゼミナール、ORT、インターン等）を通じて評価されます。
　博士学位申請者は、博士学位論文の予備検討を所属専攻の専攻長に願い出ます。専攻長は予
備検討委員会を設置し、提出された論文が博士学位論文の審査の請求に値するか否かを判断し
ます。審査の請求に値すると認められた場合は、工学研究科長は論文調査委員会を設置します。
調査委員会は、提出された論文について公聴会を開催するとともに、当該論文の調査と申請者
が博士課程を修了するに十分な能力・知識を有しているかの調査を行い、その結果を工学研究
科会議に報告します。工学研究科会議は 3分の 2以上の構成員が出席した会議で調査結果に基
づき審査判定を行います。
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